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平面 13  zyx は z 軸上の点 )1,0,0( を通り、 xy平面上の直線 13  yx において xy平面と交差する。 

直線 13  yx と原点までの距離は
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。したがって、平面 13  zyx を z 軸中心に回転し、

xy平面上の直線
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x において xy平面と交差するようにしても、 

Dの形状は変わらない。 

このとき、D を xy平面、 xz平面に図示すると右図の通り。 
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≦≦ x の範囲で 120 xz≦≦ であり、 

cosx とおくと 
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横軸に 、縦軸に z をとってDの展開図を描くと右図の通りで、 

Dの面積は 
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Ce をC で置き換えて 11  tt CexCex  

0t のとき 0x であるから 1110  texCC  ──① 

 

一方、 )1log(2
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①を代入すると 
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